
○優良誤認表示の禁止（４条１項１号）

○不実証広告規制（４条２項）

機能性表示食品の広告等
に関する主な留意点

（平成２７年６月１９日公表）

＜広告に関する問合せ先＞

消費者庁表示対策課食品表示対策室
０３－３５０７－８８００（代表）

※ 詳しくは最寄りの保健所にもお尋ねください。

１．景品表示法及び健康増進法

１－① いわゆる健康食品に関する景品表示
法及び健康増進法上の留意事項につい
て

１－② 不当景品類及び不当表示防止法第４
条第２項の運用指針－不実証広告規制
に関する指針－

１－③ インターネットにおける「機能○○
食品」等の表示に対する改善要請等に
ついて

２．特定保健用食品
２－① 特定保健用食品の審査等取扱い及び

指導要領

２－② 特定保健用食品の表示に関するＱ＆
Ａ

３．食品表示法（食品表示基準）

３－① 食品表示基準について
３－② 食品表示基準Ｑ＆Ａ

４．機能性表示食品

４－① 機能性表示食品の届出等に関するガ
イドライン

４－② 機能性表示食品の届出書作成に当
たっての留意事項

４－③ 消費者の皆様へ「機能性表示食
品」って何？

４－④ 食品関連事業者の方へ「機能性表示
食品」制度がはじまります！

○誇大表示の禁止（31条１項）

健康増進法

景品表示法 留意事項（消費者庁ＨＰ掲載の資料）

いわゆる健康食品の広告等については、「いわゆ
る健康食品に関する景品表示法及び健康増進法上の
留意事項について」を消費者庁ウェブサイトで公表
しています。新制度による機能性表示食品の広告等
について、景品表示法、健康増進法及び食品表示法
上で留意すべき点を整理しました。

あ

○食品表示基準（表示禁止事項のうち主なもの）

食品表示法

➢ 実際のものより著しく優良又は有利であると
誤認させる用語

➢ 機能性表示食品にあっては、次に掲げる用語
・ 疾病の治療効果又は予防効果を標榜する用

語
・ 消費者庁長官に届け出た機能性関与成分以
外の成分を強調する用語

・ 消費者庁長官の評価、許可等を受けたもの
と誤認させるような用語

➢ 栄養成分の機能を示す用語

➢ 保健機能食品以外の食品にあっては、保健機
能食品と紛らわしい名称、栄養成分の機能及び
特定の保健の目的が期待できる旨を示す用語

➢ その他内容物を誤認させるような文字、絵、
写真その他の表示

優良誤認に該当する表示か否かを判断するため
必要があると認めるときは、事業者に対し、期間
を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠
を示す資料の提出を求めることができる
⇒ 事業者が合理的な根拠を示す資料を提出し

ない場合には、当該表示は優良誤認表示とみ
なされる

商品の品質、規格その他の内容について、実際
のものや競争事業者のよりも著しく優良であると
一般消費者に示す表示を禁止

何人も、食品の健康保持増進効果等について、
著しく事実と相違する表示又は著しく人を誤認さ
せる表示を禁止



１ 商品自体に機能があるとの根拠を有していない
にもかかわらず、届出表示の一部を省略すること
により、あたかも、商品自体に機能があるかのよ
うに示す広告は、景品表示法及び健康増進法上問
題となるおそれがあります。（留意事項：１－
①）

２ 例えば、届出表示が「本品には○○（機能性関
与成分の名称）が含まれます。○○には、血中コ
レステロールを低下させる機能があることが報告
されています。」であるにもかかわらず、「コレ
ステロールを下げる。」と広告した場合、消費者
は商品自体に「コレステロールを下げる」機能が
あると期待すると考えられますから、このような
広告は景品表示法及び健康増進法上問題となるお
それがあります。（留意事項１－①、２－②）

➢ 届出表示の省略・簡略化について

１ 届け出た機能性関与成分以外の成分を強調する
ことにより、あたかも、当該成分が機能性関与成
分であるかのように示す広告は、景品表示法及び
健康増進法上問題となるおそれがあります。（留
意事項：１－①、３－①）

２ 例えば、機能性関与成分が「難消化性デキスト
リン」のみであるにもかかわらず、「難消化性デ
キストリン及び大豆イソフラボンが含まれるので
内臓脂肪を減らすのを助ける機能があります。」
と広告した場合、消費者は「大豆イソフラボン」
も機能性関与成分であるとの印象を抱くと考えら
れるため、このような広告は景品表示法及び健康
増進法上問題となるおそれがあります。（留意事
項：１－①、３－①）

➢ 届け出た機能性関与成分以外の成分の機
能を強調した広告について

１ 機能性表示食品（保健機能食品）以外の食品に
おいて、「機能○○食品」等とした上でその商品
の機能を標ぼうすることなどにより、実際のもの
よりも著しく優良であると誤認される表示をした
り、健康保持増進効果等について著しく事実に相
違する表示をするときは、景品表示法及び健康増
進法上問題となるおそれがあります。（留意事
項：１－①、１－③）
また、保健機能食品と紛らわしい名称等の表示

を禁止する食品表示基準にも違反するおそれがあ
ります。（留意事項：２－②）

２ また、販売に供する食品につき、特定の保健の
用途に適する旨の表示をしようとする者は、消費
者庁長官の許可を受けなければならないと定めた
健康増進法26条１項にも留意する必要があります。
（留意事項：１－①）

➢ 生鮮食品や加工食品に関して、機能性表
示食品として届出をせずに、当該食品の機
能を標ぼうすることについて

１ 機能性表示食品として届け出た生鮮食品につい
て、店頭ＰＯＰでその機能を表示することが直ち
に景品表示法及び健康増進法上問題となるもので
はありません。（留意事項：１－①）

２ もっとも、実際のものよりも著しく優良である
と誤認される表示をしたり、健康保持増進効果等
について著しく事実に相違する表示をするときは、
景品表示法及び健康増進法上問題となるおそれが
あります。（留意事項：１－①）

➢ 店頭ＰＯＰで生鮮食品の機能を表示する
ことについて

● 機能性表示食品の広告は、「機能性表示食品の届出等に関するガイドライン」に基づき届け
出た内容に即したものとし、景品表示法及び健康増進法にも御留意ください。

● 機能性表示食品の広告や容器包装を作成す
る場合には、以下の点にも御留意ください。

○ 景品表示法や健康増進法は、消費者に著しく優
良であると誤認される表示や著しく事実に相違す
る表示を禁止しています。「誤認」とは、表示か
ら受ける消費者の印象や期待と実際のものが乖離
していることをいい、その誤認の程度が「著し
い」場合にそれぞれの法律に違反することとなり
ます。特定の用語や文言等を一律に禁止するもの
ではありません。

景品表示法及び健康増進法上の留意点（広告）

機能性表示食品の広告にあっては、消費者に過度な期待を
与えないよう、事実をありのまま表示することが大切です。

機能性表示食品の広告における留意点

➢届け出た表示内容の範囲を超える表示しないこと
（機能性関与成分以外の成分を強調する用語を用
いない等）

➢医薬品や特定保健用食品と誤認されないように必
要な事項を表示すること
（疾病の診断、治療、予防を目的としたものでは
ない等）

○ 食品表示法に基づく食品表示基準は、食品関連
事業者等が表示すべき事項（アレルゲン、消費期
限、原材料等）や食品関連事業者等が遵守すべき
事項を定めています。

○ 機能性表示食品の容器包装には、食品表示基準
や「機能性表示食品の届出等に関するガイドライ
ン」などに基づいて適切な表示をする必要があり
ます。

食品表示法上の留意点（容器包装）

一般消費者の誤認を招くものではなく、一般消費者の自主
的かつ合理的な商品選択に資するものとすることが大切で
す。


